
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

番
号

頁 回答

1
PB9.5t捨貼、岩綿吸音板9tが正しい
仕様となります。

2 含有調査済みです。

3
撤去工事に含め計上してください。
工事費内訳書を差替とします。

本工事設計図M-08の凡例に記載されてい
る音楽室の天井新設にはPB9.5t捨貼、岩
綿吸音板9t共となっておりますが、同設
計図E-03の同黨の凡例では吸音用あなあ
きせっこうﾎﾞｰﾄﾞ9.5t、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ25t
（24K）敷込共と記載されております。
どちらの施工になりますでしょうか。

本工事では、設計図M-03の、アスベスト
含有建材の処理の項目に処理を行う範囲
が特定されており、設計図書及び内訳書
にアスベストの含有調査が記載されてお
りませんが、事前の含有調査は不要で
しょうか。

工事費内訳書について、改修工事の中に
発生材運搬費を計上する欄があります
が、設計書上では発生材運搬費は撤去工
事に含まれています。工事費内訳書を作
成する際、発生材運搬費はどちらの欄に
計上すればよろしいでしょうか。

設計図書等に対する質問及び回答

工事番号 教施３

工 事 名 箕蚊屋小学校図書室ほか空調設備改修工事

質問内容


